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こんにちは！「あいさつ」から広がる友愛活動

▼
毎
年
、
年
度
末
が
近
付

く
と
少
し
憂
鬱
に
な
る
。

当
年
度
活
動
報
告
書
。
そ

し
て
、
次
年
度
補
助
金
交

付
申
請
書
の
提
出
作
業
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
▼
問
題
は
「
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
等
社
会
活
動
促
進
事
業
活

動
計
画
書
」
ナ
ガ
ー
イ
題
名
の
そ
れ
で

あ
る
。
▼
国
補
助
事
業
は
簡
潔
に
「
老

人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
」
全
く
分
か
り
や

す
い
。▼
県
の
補
助
金
に
は
何
故
ナ
ガ
ー

イ
題
名
の
付
く
、
し
か
も
老
人
と
い
う

存
在
の
生
理
的
条
件
を
無
視
し
、
現
役

世
代
を
対
象
と
す
る
よ
う
な
事
業
計
画

案
が
提
示
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
？
▼
立
案

者
は
、
対
象
が
老
人
と
い
う
生
理
的
弱

者
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
し
て
老
人
会
の

前
提
的
構
図
ク
ラ
ブ
会
長
一
人
に
立
案
、

企
画
、
広
報
、
連
絡
、
集
金
等
々
の
作

業
が
被
さ
る
と
い
う
こ
と
も
、
全
く
度

外
視
し
て
い
る
。
▼
時
々
、
補
助
金
減

額
を
ほ
の
め
か
す
が
、
定
番
の
行
事
は

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
▼
私
が
所

属
す
る
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
平
均
年
齢

が
75
・
95
歳
に
下
が
っ
た
。
行
事
へ
の

参
加
者
増
を
期
待
し
た
い
。
▼
提
出
書

類
、
も
う
少
し
簡
略
に
出
来
な
い
も
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
（
安
井　

塩
川
）

月刊

錦
繍
と
い
う
名
の
衣
を

全
身
に
ま
と
う
木
々
た
ち
が
出
迎
え
て
く
れ
る
里
山

次
な
る
季
に
備
え

枝
か
ら
葉
が
は
な
れ
る
刹せ
つ
な那
の
華
や
ぎ
を

人
々
は
“
も
み
じ
狩
り
”
と
称
し
て
愛
で

息
を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
に
言
葉
さ
え
も
失
う

時
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
　
し
ば
し
酔
う
も
ま
た
一
興

誠
に
善
き
風
情
な
り

秋の嵐山　写真提供　田中　積氏（用海校区）
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※
株
式
会
社
新
歌
舞
伎
座
か
ら
の
ご
案
内

※
西
宮
警
察
か
ら
交
通
安
全
講
習
会
申
し
込

　

み
の
ご
案
内

※
地
域
共
生
推
進
課
健
康
づ
く
り
支
援
チ
ー

　

ム
か
ら
の
説
明　

【
議
案
事
項
】

・
西
宮
市
か
ら
福
祉
会
館
取
り
壊
し
計
画
の

　

説
明
に
つ
い
て
の
報
告

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

・
月
刊
「
い
ぶ
き
」（
第
1
9
3
号
10
月
号
）

　

発
行
済

・
月
刊
「
い
ぶ
き
」
第
1
9
5
号
12
月
号

　

原
稿
依
頼
（
原
稿
締
切 

：
11
月
11 

日
㈬
）

・
Ｌ
版
「
い
ぶ
き
」
第
60
号
1
月
号

　

原
稿
依
頼
（
原
稿
締
切
： 

11
月
30
日
㈪
）

〈
文
化
教
養
部
〉

・
高
齢
者
作
品
展

　

10
月
6
日
㈫
～
9
日
㈮
の
報
告

・
高
齢
者
芸
能
大
会

　

予
選
：
10
月
21
日
㈬
西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
選
：
10
月
28
日
㈬
勤
労
会
館
ホ
ー
ル

・
カ
ラ
オ
ケ
教
室

　

11
月
6
日
、
13
日
、
20
日
各
㈮

　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
体
育
部
〉

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
実
践
講
習
会
の
順

　

延
（
10
月
2
日
㈮
→
16
日
㈮
）

・
高
齢
者
の
た
の
し
い
体
力
測
定　
　
　
　

　

11
月
16
日
㈪

　

午
前
9
時
30
分
、　

午
後
0
時
30
分

　

大
阪
ガ
ス
今
津
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
体
育
館

　

申
込
締
切
：
11
月
2
日
㈪

〈
女
性
部
〉

・
委
員
会
開
催
及
び
１
円
募
金
11
月
26
日
㈭

　

西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
後
期
健
康
講
座
11
月
26
日
㈭

　

午
後
1
時
30
分
か
ら
勤
労
会
館
ホ
ー
ル

・
に
こ
に
こ
健
康
ク
ラ
ブ
「
健
康
講
座
」　

　

主
催
は
阪
神
南
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連

　

絡
協
議
会

　

11
月
9
日
㈪
午
後
1
時
30
分

　

尼
崎
市
立
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
5
階

〈
事
務
局
〉

⑴ 

平
成
27
年
度
「
西
宮
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」

　

冊
子
配
布

⑵ 

友
愛
訪
問
該
当
者
報
告
書
の
提
出

⑶ 

高
齢
者
芸
能
大
会
入
場
整
理
券
の
配
布

⑷
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
1
月
分
）
の
割
当

　

年
始
1
月
12
日
㈫
か
ら

※
次
回
の
定
例
会

　

11
月
11
日
㈬
西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

三
役
会
：
午
前
10
時

　

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分

　

私
た
ち
の
ま
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
が
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夢
は

願
わ
な
く
て
は
叶
わ
な
い
と
申
し
ま
す

が
、
悲
願
の
夢
が
９
年
越
し
に
実
現
し

ま
し
た
。
生
瀬
の
秋
空
が
高
く
青
く
輝

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
特
徴
は
住
民
が
運
営
の

主
体
で
あ
る
こ
と
で
す
。
運
行
計
画
も

走
行
コ
ー
ス
、
停
留
所
、
料
金
な
ど
は

数
回
の
実
験
を
繰
り
返
し
、
そ
の
都
度

説
明
会
を
開
催
し
な
が
ら
地
域
の
声
を

随
所
に
反
映
さ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
住
民
の
目
線
を
念
頭
に
置

き
つ
つ
、
利
便
性
・
継
続
性
・
地
域
性

を
最
重
要
視
し
ま
し
た
。
維
持
管
理
も

単
な
る
行
政
依
存
で
は
な
く
、
運
行
経

費
は
で
き
る
だ
け
乗
車
賃
と
寄
付
金
な

ど
で
賄
う
と
い
う
の
が
原
則
で
す
。
実

験
中
は
経
費
が
収
入
を
若
干
上
回
っ

て
、
市
の
補
助
を
必
要
と
し
ま
し
た
が

利
用
者
拡
大
を
図
り
、
い
ず
れ
は
自
主

自
立
を
目
標
と
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
事
業
は
交
通
不
便
地
域
の
解

消
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
と
い

う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
通

し
て
町
を
変
え
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

実
験
か
ら
本
格
運
行
に
至
る
ま
で
特

別
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
わ
け
で
な
く
、

各
自
治
会
の
代
表
が
代
々
引
き
継
い
で

工
夫
と
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
１

人
の
１
０
０
馬
力
よ
り
、
１
馬
力
の
１

０
０
人
と
い
う
例
え
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
そ
の
通
り
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
が
力
を
合
わ
せ
、
自
治
会
が
つ

な
が
り
、
ま
ち
が
明
る
く
な
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
手
応
え
を
す
で
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
１
日
は
生
瀬
地
域
交

通
運
行
記
念
日
で
す
。
３
年
後
、
10
年

後
に
は
生
瀬
の
新
し
い
顔
と
な
り
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
定
着
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
夢
を
託
し
つ
つ
「
ぐ
る
っ
と
生

瀬
」
は
今
日
も
軽
快
に
走
行
し
て
い
ま

す
。

市
老
連
理
事
会  

10
／
14

地
域
交
通
の
夢

生
瀬
校
区
　
ぐ
る
っ
と
生
瀬
担
当
委
員
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終
戦
時
10
歳
以
上
だ
っ
た
方
の
人
口
は

８
％
に
満
た
な
い
。
戦
争
の
体
験
を
語
る

声
を
聴
け
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
。
戦

争
を
考
え
る
こ
と
を
８
月
だ
け
に
し
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。「
私
の

８
月
15
日
」
を
含
め
戦
争
体
験
を
少
し
記

し
て
み
た
。
た
だ
戦
地
や
日
本
内
地
の
様

相
の
悲
惨
さ
に
及
ば
な
い
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
く
。

　
「
鬼
畜
米
英
撃
滅
」
と
毎
日
の
よ
う
に

叫
ん
で
い
た
日
々
の
時
間
が
急
停
止
し

た
。
一
体
全
体
ど
う
な
る
の
か
と
頭
の
中

が
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
の
が
昭
和
20
年
8
月

15
日
。
私
は
大
連
中
学
（
旧
制
）
４
年
生

だ
っ
た
。
そ
の
日
は
校
庭
で
防
空
壕
を

掘
っ
て
い
た
。
当
時
の
大
連
日
日
新
聞
に

「
今
日
正
午
重
大
ニ
ュ
ー
ス
」
の
活
字
が

読
め
た
。

　

正
午
、
作
業
を
休
め
講
堂
に
集
合
。
ラ

ジ
オ
か
ら
は
、
極
め
て
聴
き
取
り
に
く
い

天
皇
の
玉
音
、「
耐
え
が
た
き
を
耐
え
、

忍
び
が
た
き
を
忍
び
…
」
の
声
だ
け
が
耳

に
残
っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
戦
争
が
終

わ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
教
室

に
戻
る
と
漢
文
の
先
生
が
涙
を
流
し
な
が

ら
「
日
本
が
負
け
た
」
と
話
し
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
る
。

　

私
は
父
が
満
鉄
（
南
満
州
鉄
道
）
の
社

員
で
あ
っ
た
勤
務
地
の
関
係
で
大
連
で
生

ま
れ
育
っ
た
。

　

小
学
校
か
ら
旧
制
中
学
時
代
は
、
支
那

事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争
、
そ
し
て
敗
戦
と

戦
争
と
終
戦
の
混
乱
の
時
代
だ
っ
た
。
小

学
校
２
年
生
の
と
き
、
南
京
陥
落
な
ど
で

旗
行
列
行
進
を
何
度
か
さ
せ
ら
れ
た
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
17
年
中
学

校
に
入
学
し
た
時
は
、学
生
帽
は
戦
闘
帽
、

肩
カ
バ
ン
は
背
嚢
に
、
そ
し
て
ゲ
ー
ト
ル

を
巻
く
毎
日
だ
っ
た
。
２
年
生
か
ら
は
授

業
と
勤
労
動
員
が
か
わ
る
が
わ
る
に
巡
っ

て
く
る
状
態
だ
っ
た
。
３
年
生
に
な
る
と

動
員
が
多
く
な
り
、
大
連
郊
外
の
飛
行
場

の
拡
張
工
事
に
３
週
間
ほ
ど
泊
ま
り
込
み

の
動
員
。
朝
７
時
か
ら
夕
方
７
時
ま
で
、

ツ
ル
ハ
シ
と
ス
コ
ッ
プ
で
の
作
業
、
そ
の

間
風
呂
は
全
く
な
く
、
身
体
が
痒
く
て
た

ま
ら
な
い
毎
日
。
動
員
が
解
け
て
家
に
帰

り
シ
ャ
ツ
を
脱
ぐ
と
、
シ
ラ
ミ
が
ぞ
く
ぞ

く
と
走
り
回
っ
て
い
た
。

　

動
員
中
、
サ
イ
パ
ン
玉
砕
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
た
。予
科
練
募
集
の
声
が
届
く
と
、

リ
ベ
ラ
ル
な
あ
る
先
生
が
「
予
科
練
は
死

に
に
い
く
よ
う
な
も
の
だ
」
と
消
極
的
に

話
し
て
い
た
声
が
残
っ
て
い
る
。
３
年
生

の
２
学
期
か
ら
授
業
は
全
廃
と
な
っ
た
。

満
鉄
の
機
関
車
工
場
に
連
日
の
動
員
、
毎

日
粉
塵
と
油
で
顔
と
服
は
真
っ
黒
に
な
っ

た
。

　

４
年
生
に
な
る
と
、
今
度
は
大
連
郊
外

の
「
防
空
監
視
哨
」
へ
１
週
間
交
替
の
泊

ま
り
込
み
。
監
視
は
６
時
間
交
替
で
は
あ

る
が
、
夜
の
12
時
か
ら
朝
の
６
時
の
当
番

の
時
は
、
北
極
星
を
見
な
が
ら
睡
魔
に
襲

わ
れ
た
。

　

終
戦
間
近
、
ソ
連
が
進
攻
。
も
う
少
し

で
北
満
へ
対
ソ
連
戦
車
壕
堀
り
と
、
爆
弾

自
爆
攻
撃
に
動
員
命
令
さ
れ
る
き
わ
ど
い

と
こ
ろ
で
終
戦
。
大
連
は
満
州
の
南
端
に

あ
る
た
め
戦
場
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ソ

連
軍
が
進
駐
し
て
き
た
。街
を
歩
く
と「
女

は
い
な
い
か
」
と
。
時
計
を
盗
ら
れ
、
カ

メ
ラ
を
供
出
さ
せ
ら
れ
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
昭
和
21
年
の
正
月

が
明
け
た
こ
ろ
私
の
中
学
が
再
開
さ
れ

た
。
登
校
し
て
み
る
と
、
暖
房
用
に
燃
や

し
て
し
ま
っ
た
の
か
机
や
椅
子
は
跡
形
も

な
か
っ
た
。

　

寒
さ
の
中
、
床
に
座
布
団
を
敷
き
ほ
そ

ぼ
そ
と
授
業
が
続
い
た
。
そ
し
て
昭
和
21

年
12
月
に
５
年
生
繰
り
上
げ
卒
業
と
な

り
、
大
連
中
学
は
消
滅
し
た
。

　

大
連
に
は
、
Ｂ
29
の
爆
撃
こ
そ
殆
ど
な

か
っ
た
が
、
最
も
頭
が
柔
軟
な
青
春
の
中

学
時
代
に
勉
強
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

残
念
だ
。

　

日
本
へ
引
き
揚
げ
た
戦
後
の
食
糧
難
。

食
べ
る
も
の
が
な
く
、
食
事
代
わ
り
に

キ
ャ
ベ
ツ
や
カ
ボ
チ
ャ
ば
か
り
を
食
べ
た

こ
と
、
栄
養
失
調
で
下
痢
が
半
年
以
上
も

止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
等
々
。

　　

正
に
人
類
の
三
つ
の
大
敵
は
「
病
気
、

貧
困
、
そ
し
て
戦
争
」
で
あ
る
。
戦
争
は

勝
者
も
敗
者
も
な
い
。
た
だ
残
虐
な
殺
し

合
い
無
意
味
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

戦
後
70
年

　
平
和
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
次
世
代
に

甲
陽
園
校
区

　
　
　
　
　
田
中
　
利
美

私
の
8
月
15
日

◇
俳
句

段
上
校
区
　
原
土
さ
だ
子

石
仏
も
み
じ
一
ひ
ら
秋
深
し

時
移
り
稲
か
け
も
な
く
田
広
し

菊
人
形
袖
よ
り
し
ず
く
し
た
た
り
て

秋
し
ぐ
れ
高
層
ビ
ル
に
虹
か
か
る

七
五
三
家
族
み
ん
な
で
子
を
囲
み

会
員
文
芸
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西
宮
市
、
西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催
に
よ
る

西
宮
市
高
齢
者
作
品
展
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

出
展
内
容
は
絵
画
の
部
46
点
、
書
の
部

28
点
、
写
真
の
部
20
点
、
工
芸
の
部
14
点

で
全
作
品
1
0
8
点
の
素
晴
ら
し
い
力
作

ぞ
ろ
い
で
し
た
。
期
間
中
4
2
4
人
の
皆

さ
ん
が
来
場
。
展
示
に
あ
た
っ
て
は
文
化

教
養
部
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

審
査
を
し
て
い
た
だ
い
た
絵
画
の
田
中

理
先
生
は
「
表
現
す
る
こ
と
が
、
生
き
る

力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
作
品
を
通
し
て

観
る
も
の
に
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
、
何

に
も
か
え
が
た
い
素
晴
ら
し
い
こ
と
」、

書
の
井
下
石
泉
先
生
は
「
今
回
も
良
い
作

品
が
集
ま
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
た
だ
も

う
少
し
筆
の
使
い
方
を
研
究
し
て
強
い
線

が
引
け
る
よ
う
に
」、
写
真
の
三
井
博
先

生
は
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
素
晴
ら
し

い
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
美
を
発
見
す

る
視
点
も
い
い
も
の
が
多
か
っ
た
」、
工

芸
は
３
人
の
先
生
か
ら
「
日
常
生
活
の
場

に
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
多
様
な
工

芸
作
品
の
面
白
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
」
と
、
総
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
つ
も
「
い
ぶ
き
」
１
ペ
ー
ジ

に
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
田

中
積
氏
（
用
海
）
が
今
回
市
長
賞
に
輝
き

ま
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
）

　霜月　はや立冬とは季が早い。冠雪の便りも耳にした
のに気持ちがまだまだ。
　自分のフィールドで思いっきり楽しむ市老連の活躍に
余韻冷めやらずといったところです。健康と生き甲斐の
両立。誇りと夢を育て磨き上げた努力に敬意を。ジムに
通わなくても“西宮いきいき体操”と睡眠、加えて食べ
過ぎないことが健康維持の秘けつです。
　寒く感じる日もあるでしょうが、頑張って元気に過ご
しましょう。

編 集 後 記

平
成
27
年
度

　
　
西
宮
市
高
齢
者
作
品
展

11・12月の行事予定

 11 月6日、13日、20日㈮ カラオケ教室 13：00
 11日㈬ 三役会 10：00
  理事会 13：30
 16日㈪ 高齢者の体力測定 9：30・12：30
 26日㈭ 女性部委員会 10：30
  感謝の一円持ち寄り 10：30
  健康講座（勤労会館ホール） 13：30

 12 月9日㈬ 三役会 10：00
  理事会 13：30

10
月
6
日
㈫
～
9
日
㈮

西
宮
市
立
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

種　類 絵 画 の 部 書 の 部 写 真 の 部 工 芸 の 部

市 長 賞 古市　和子 山田　茂湖 田中　　積 松本　康彦

議 長 賞 大前　三幸 勢戸　　寛 近藤　淑子 岡﨑歌代子

社会福祉協議会
理 事 長 賞

藤原　洋三 小笠原朝子 薬師　正興 石水　順子

老人クラブ連合会
理 事 長 賞

橋本　利男 山﨑　愃巨 浜名　俊宏 戸枝　清宗

西宮市高齢者作品展　入賞者（敬称略）

高齢者の事故が増えています

交通安全講習のご案内出前式

＊歩行中に事故にあった人の主な違反
　・通り過ぎた車のすぐ後ろを渡った
　・横断歩道を渡らなかった
　・赤信号で横断した
＊自転車に乗っていて事故にあった人の主な違反
　・安全を確かめずに急な進路変更をした
　・安全を確かめずに交差点に入った
　・一時停止をしなかった

　西宮警察署では高齢者の交通事故を１件でもな
くすために、出前式の交通安全講習を実施してい
ます。短時間から長時間（10 分～ 1時間程度）
まで要望に応じます。各種会合や趣味の集まり等
に呼んでくださいとのことです。
◆お問い合わせ
西宮警察署　交通総務係
〒332-0853　西宮市津田町3-3
☎ 0798-33-0110　Fax0798-34-0110


